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研究成果の概要（和文）：COVID-19の流行により海外渡航が不可能となってしまったため、計画の変更を余儀な
くされてしまった。そのうえで、本研究で得られた知見は以下のとおりである。
第一に、これまで「からゆきさん」といえば、海外の地で売春をしていた／させられていたことに注目が集まっ
ていたが、身請けをされ、娼館を出た後の女性たちを辿ると、娼館を出て以降も女性たちが「奉公」のような形
である種の契約関係の下にいた場合があることが確認できた。第二に、性売買の経験のみではなく、生殖やケア
も含めた女性の再生産領域に注目することで、女性たちにとっての子どもの不在がその女性の生涯的にどのよう
な意味をもつのかについての洞察を得られた。

研究成果の概要（英文）：The COVID-19 epidemic made it impossible to travel abroad, which forced me 
to revise the original research plans. The findings of this study, then, are as follows.
First, while much attention has been focused on the fact that "Karayuki-san" engaged (sometimes were
 made to engage) in prostitution in foreign lands, tracing the women after they were taken in by 
rich people out of the brothel revealed that in some cases, the women remained under some kind of 
contractual relationship in the form of “servitude” even after leaving the brothel. Second, by 
focusing not only on the experience of prostituion, but also on women’s reproductive sphere, 
including biological reproduction and care, I have gained insights into how childlessness has a 
lifelong influence on women’s lives.

研究分野：歴史学・ジェンダー史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては次の二点が挙げられる。第一に、尼港事件で犠牲になった「からゆきさん」の北東
アジアにおけるネットワークを分析し、当時の回想録から彼女たちがロシア人、朝鮮人、中国人の人々と連れ添
ったり、婚姻関係を結んでいたことを明らかにした。しかし尼港事件以降、帝国主義的なナショナリズム言説の
高まりの中で彼女たちが多様な民族と関係を結んでいた側面が忘却されていったことを指摘した。第二に、これ
まであまり考察の対象とされなかった「からゆきさん」の「不妊」の問題について、「生む／生めない」ことに
よる女性の分断として問題化した森崎和江を媒介に、「からゆきさん」の再生産領域の問題として位置づけた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
開国以降に渡航先で性売買を経済的営為としていた女性たちを「からゆきさん」総称するが、
彼女たちをめぐるこれまでの先行研究は大きく二つに分類できる。一つは「抑圧された犠牲者」
としての女性像を強調しつつ、買売春史のうちで、すなわち前近代から続く遊女から公娼、慰安
婦へと至る連続性の中で、彼女たちを娼婦の一例として把握しようとするものである。「からゆ
きさん」の渡航契機は身売りの犠牲者という受動的要因によって説明され、女性たちは「慰安婦」
の前段階に位置づけられてきた。もう一つは、売春を職業・労働とみなし、渡航を主体的に選択
した労働者として「からゆきさん」を移民史のうちで考察する研究動向である。このアプローチ
では、「からゆきさん」を出稼ぎ移民として定義し、統計的手法とより社会科学的な記述を重視
する。 
 しかし、先行研究のこれら二つの潮流には、二点ほど問題があると考えられる。第一に、先行
研究の中で、「受動的な性の抑圧／主体的な労働の選択」の二項対立を軸に、「からゆきさん」像
が相容れない二極化したものになっている。第二に、「からゆきさん」は多様な変数（出身地、
渡航手段、出稼ぎ先、帰国経緯等）を確かにもつ一方で、「からゆきさん」と括られる一連の女
性たちの出現は、その移動を促進・維持させていた同時代の社会的条件の変化なしには起こり得
なかったはずだが、彼女たちの発生や継続を根本的に条件づけていたマクロな政治的、経済的構
造に関して基礎的な共通認識が欠如している点である。以上の問題意識と欠如を埋めるべく本
研究を開始した。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本の開国期から戦間期まで続く「からゆきさん」の移動現象を再生産労働概念に
よって捉え直すことで、次の二点を明らかにすることを目的とした。 
第一に、従来の研究が渡航契機を女性の主体性の有無に還元してきたのに対し、植民地におけ
る再生産労働の需要と供給の観点から検証を行うことで、「からゆき」の継続的移動現象を構造
的に明らかにする。 
第二に、従来娼館での売春に限定されてきた「からゆき」の「経験」と「労働」についてその
定義と対象を拡大し、移動先で女性が現地人、植民者、在外日本人とのいかなる社会的関係・権
力関係の下にあったのか、その諸相を明らかにする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 元「からゆきさん」が遺したインタビューの音声を主要な資料として、個人の経験と歴史的か
つ社会的なマクロな構造を重ね合わせるために、シンガポール、マレーシア、英国および国内で
の資料調査を行う予定だったが、COVID-19 の流行により期間中の海外渡航どころか国内の移動
も難しくなり当初の研究計画の変更を余儀なくされた。 
 変更後は、①音声資料の分析と関連調査、②再生産領域、再生産労働の理論的枠組みの精査、
③「からゆきさん」の文献、資料の収集、分析の以上三点に傾注した 
 
 
 
４．研究成果 
本研究では、身請け後、つまり娼館を出て以降の女性たちの経験をどのように跡付けるかにつ
いて再生産労働概念を用いて考察することを目的としたが、女性たちが移動先の土地で一人で
生計を立てることは難しかったため、時として娼館を出た後も「奉公関係」のような契約を結ん
でいる場合があった。その点を踏まえたうえで本研究で得られた成果は、主として次の二点であ
る。 
第一に、尼港事件以前にシベリア地域にいた「からゆきさん」の北東アジアにおけるネットワ
ークを分析し、当時の回想録から彼女たちがロシア人、朝鮮人、中国人の人々と連れ添ったり、
婚姻関係を結んでいたことを明らかにした。しかし尼港事件以降、帝国主義的なナショナリズム
言説の高まりの中で彼女たちが多様な民族と関係を結んでいた側面は忘却されていったことを
指摘した。  
第二に、これまであまり考察の対象とされなかった「からゆきさん」の「不妊」の問題につい
て、「生む／生めない」ことによる女性の分断として問題化した森崎和江を媒介に、「からゆきさ
ん」の再生産領域の問題として位置づけた。子どもの不在は晩年の女性たちのケアや看取り、葬
送の不在として表れてくることを指摘した。 
上記二点と既述した「からゆきさん」の娼館後の経験を考慮するならば、女性たちの経済的営



為の対象と意味を拡大し、性売買をしていた一時期のみでなく女性たちの生涯を考察対象にす
る必要があるといえるだろう。 
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